２０１９年度　事業報告書
特定非営利活動法人くろとり山荘

Ⅰ　事業期間
　　２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日
Ⅱ　事業の成果

ＮＰＯ法人くろとり山荘は昨年４月に、デイサービスくろとり山荘は７月に１０周年を迎えることができた。総会や記念祝賀会を行い、これまで貢献して頂いたボランティアや元理事、職員らに表彰状や感謝状を贈る共に記念品も贈呈させていただいた。
デイサービスの今年度の利用状況は昨年度よりやや増え年間４，３００人、収益はこれまで最高の約６，２００万円となり給与アップや研修会参加補償などの労働条件改善に努めた。大型テレビ購入や送迎全車にドライブレコーダ設置などの設備投資も行い、レクレーション、リハビリの充実や送迎の安全対策を行った。また、寄付していただいた竹林に伴う負担や整備にも活用した。また、１０周年を迎え機器の老朽化も進み、入浴リフト等の修理代なども増加した。お泊りデイサービスは今年１月より利用者数の減少、お泊り要員の負担増、不採算にもなり一時休止とした。お泊りデイのためスプリンクラー設置の投資もしていることから、利用者・ご家族のニーズの把握にも努めながら今後の再開も検討していきたい。冬季の年度末には疾病による入院やショート利用者、施設入所だけでなく新型コロナ感染予防対策で休まれる方も増えてきて減収となった。
今年は２月頃より新型コロナウイルスの流行に伴い、これまで以上に感染防止対策に努めていった。具体的には利用者、スタッフ全員マスクを着用、来所時のうがい、手洗いの励行、消毒材による清掃、換気などに努めた。マスクについては在庫品の活用とともに利用者、スタッフに持参していただく協力も求め不足とはならなかったが、手指消毒用のアルコール消毒剤が欠品し、現在は次亜塩素酸Ｎａ系の消毒剤を用いて代用している。
寄付していただいた４６２坪の竹林は、デイサービス送迎車及び職員駐車場用として一部整地して活用できるようにした。竹林の伐採・整備には今年度も森林ボランティアの方々に協力をいただいた。美観上も「きれいになった」と地域の多くの方からお言葉をいただいている。和泉市のプロジェクトで苗木を２回申請し、合わせて１００本の苗木を植樹した。これにより多くの花が咲き地域の方の癒しの場ともなっている。駐車場も地域の行事や生協の配達時にも活用していただいている。
訪問看護は今年度収支均衡をめざし昨年度末に訪問看護スタッフと担当理事で訪問看護経営健全化会議を発足させ毎月の収支状況、取り組み状況の確認、検討を行ってきた。具体策として、訪問看護スタッフ全員の手当の一部凍結や家賃の凍結を行い、毎月約２０万円の支出を節約して赤字額を抑えてきた。また、昨年４月より土曜日も開設、これに伴う補助金約４８万円の入金もあった。さらに、精神医療訪問看護の研修会にも常勤３名が参加して精神医療利用者の拡充にも取り組んだ。
こうした取り組みもあって今年度収支は黒字となったが、今年１月に常勤１名の退職もある中、２４時間体制の訪問看護を行ってきたこともあり４名のスタッフでは疲弊してきた。借入金も３月末時点で１１３０万円あり、これの返済の為、来年度も一部手当、家賃の凍結継続が必要なこともあり、スタッフのモチベーション下がってきた。こうしたことから、今年３月の訪問看護経営健全化会議でスタッフ全員が４月末の訪問看護ステ―ション廃止を決め、４月の理事会でその承認を得た。
２０２０年３月末時点での会員数は正会員数４１名（昨年４５名）、賛助会員９７名（昨年１０６名）で正会員、賛助会員とも減少している。来年度はさらに会員数が減少していくことが危惧される。会員減少に伴い、正会員費は１１８，０００円（昨年１４１，０００円）、賛助会費は３１８，０００円（昨年３６９，０００円）と減少となった。この会費は印刷代、郵送費の他、ＮＰＯ法人１０周年記念行事や竹林寄付に伴う支出の支払い等に使用した。
会報「山荘だより」は、ご利用者、ご家族、スタッフの協力を得ながら３ヶ月に１回、年４回発行した。これまで同様、会員をはじめ山荘各町会で回覧していただいたり、医療・福祉関係者などへも配布して毎回約４００部発行した。会報内容は、利用者の紹介、家族の思いやその時々の課題や看護、介護などの啓発活動も行った。ただ、その他の教宣活動は弱く、ホームページ、ブログの亢進も充分でなく毎年の課題となっている。
Ⅲ　事業の実施状況
　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）（事業名）　地域密着型通所介護事業　

　　　　（内　容）　　和泉市の利用者中心に要介護者を送迎し、デイサービスにおいて日常生活上の支援（入浴、排泄、食事介助）や、生活行為向上のための支援を行った。難病、ガン末期など医療依存度の高い利用者を受け入れ、胃ろうからの注入食、吸引、褥創処置、導尿などを行った。入浴介助は、入浴用リフトを活用して行い、個別機能訓練、口腔ケアも行うなど日常生活に役立つ機能訓練を行った。お泊りデイサービスも月１回行ってきたが、今年１月より一時休止。
　　　　（実施場所）　デイサービスくろとり山荘

　　　　（実施日時）　日曜日を除く平日（祝日含む、ただし12月30日～1月3日、10月祭礼日は除く）
８時30分から17時30分

　　　　（事業の対象者）和泉市、高石市、岸和田市の要介護者

　　　　（収　入）　　58,644,436円（介護保険料ほか）　
（支　出）　　56,755,903円（給与、家賃、車両費ほか）
　 （２）（事業名）　介護予防通所介護・日常生活支援総合事業　

　　　　（内　容）　　要支援者を送迎し、デイサービスにおいて日常生活上の支援（入浴、排泄、食事介助）や、生活行為向上のための支援を日帰りで行った。入浴介助は、利用者に安全を確認しながら浴槽へ入っていただいた。その人に見合った日常生活に役立つ機能向上訓練も行った。

　　　　（実施場所）　デイサービスくろとり山荘

　　　　（実施日時）　日曜日を除く平日（祝日含む、ただし12月30日～1月3日、10月祭礼日は除く）
８時30分から17時30分

　　　　（事業の対象者）和泉市の要支援者

　　　　（収　入）　　3.262,178円（介護保険料ほか）
（支　出）　　3,157,126円（給与、家賃、車両費ほか）

　 （３）(事業名）　訪問看護事業（居宅サービス事業）　
　　　　（内　容）　　  病気や障がいを持った人が住み慣れた地域や家庭で、その人らしく療養生活が送れるように、訪問看護ステーションから看護師が自宅へ訪問して、看護ケアの提供や自立への援助を促し、療養生活の支援を行った。
　　　　（実施場所）　訪問看護ステーションくろとり山荘

　　　　（実施日時）　土曜日、日曜日、祝日を除く平日（12月31日～1月3日は除く）

8時30分から17時30分（ただし、緊急時の対応として毎日24時間待機体制で行った）

　　　　（事業の対象者）和泉市、泉大津市、高石市、堺市南区、岸和田市の要介護者

　　　　（収　入）  　 21,696,089円（介護保険料、医療保険料ほか）　　
（支　出）  　18,318,753円（給与、車両費ほか）

　 （４）(事業名）　介護予防訪問看護事業　

　　　　（内　容）　　  病気や障がいを持った人が住み慣れた地域や家庭で、その人らしく療養生活が送れるように、訪問看護ステーションから看護師が自宅へ訪問し、看護ケアの提供や自立への援助を促し、療養生活の支援を行った。
　　　　（実施場所）　訪問看護ステーションくろとり山荘

　　　　（実施日時）　土曜日、日曜日、祝日を除く平日（12月31日～1月3日は除く）

8時30分から17時30分（ただし、緊急時の対応として24時間待機体制で行った）

　　　　（事業の対象者）和泉市の要支援者

　　　　（収　入）　　1,306,490 円（介護保険料、医療保険料ほか）
（支　出）  　1,103,114円（給与、車両費ほか）

Ⅳ　社員総会の開催状況

　　　第１０回通常総会

（日　時）　　2019年6月9日（日）　午前9時30分から午前11時00分

（場　所）　　和泉市山荘町260番15　　デイサービスくろとり山荘
（社員総数）　４１名

（出席者数）　３９名（うち委任状出席者１５名）

（内　容）第1号議案　2018年度事業報告書承認の件
第2号議案  2018年度財産目録、貸借対照表、活動計算書承認の件
　　　　　　　　　第3号議案　2019年度事業計画承認の件
　　　　　　　　　第4号議案　2019年度活動予算書承認の件
第5号議案  議事録署名人選任の件
　　　　審議の結果、第1号、第2号、第3号、第4号、第5号の全議案は全員一致で可決承認。
Ⅴ　理事会の開催状況

第２３回理事会

（日　時）　　2019年10月24日（木）　午後6時30分～午後8時30分　

（場　所）　　和泉市山荘町260番15　　デイサービスくろとり山荘

（出席者数）　７名（理事数８名）

（内容）　第1号議案　２０１９年度　上半期事業報告の件
　　　　　第2号議案　２０１９年度　下半期事業計画の件
　　　　　　　　　審議の結果、第１号、第２号議案は全員一致で可決承認。　
　第２４回理事会　

（日　時）　　2020年3月17日（木）　午後6時30分～午後8時30分　
（場　所）　　和泉市山荘町260番15　　デイサービスくろとり山荘

（出席者数）　７名（理事数８名）

（内容）　第１号議案　２０２０年度　第１１回総会の件
　　　　  第2号議案　訪問看護廃止の件
　　　　　 　　　審議の結果、第1号、第２号議案は全員一致で可決承認。　
